
 

 

 

 

 

 市民の皆様から県内外の方々へ発送

いただき、伊賀市および上野天神祭へ

の誘客と、周知をするための一助とし

てはがきを作成し、１０月１日に上野

西部地区の皆様に各戸３枚づつ配布さ

れました。全国のお知り合いの方々に

温かいメッセージを添えて、お便りい

ただき、伊賀上野の文化を発信してい

ただけたでしょうか、ご配慮をよろし

くお願いいたします。  

≪伊賀上野の建築文化を語る≫ 講演会開催  

 “伊賀には多くの有形文化財や貴重な建物があります。それらは、私たちがいつ

も目にしているため、当たり前の風景となっていて、意外な価値を見逃しているこ

とがあります。これらの建物の価値を再認識して保存・活用することは、町中の賑

わいの復活と将来にむかっての地域文化の継承になるものと考えます。”  

 

  日  時  平成２１年１０月１８日 (日 ) １０時～１２時  

場  所  上野西部公民館 ２階ホール  

基調報告  演題 伊賀上野の歴史と建築  

              講師 滝井 利彰氏  

意見交換  参加者による自由討議  

主催 上野西部地区住民自治協議会産業建設町づくり部会  

第７８号  

平成２１年１０月１５日  

編 集 発 行:上野西部公民館  

所 在 地:伊賀市上野福居町  

℡・ fax 0595-23-9779 

 



                                    

だんじりは、印 (しるし )を主体とする練物から、

豪華な囃子屋台に変わっていったもので、天保１１

年 (1840)の資料では、すでに現在の形態 (印とだんじ

り )に整っていたことが認められます。この印に神符

(かみふ )を祭り込み神が宿る依代 (よりしろ )としま

した。その印の後から曳き出すので、だんじりと言

われます。台尻、段尻、車楽、地車とも書かれます。  

 

 

 

上野天神秋祭の１０月２４日と２５日に、鬼町 (４か所 )とだんじり蔵 (９か

所 )を回るスタンプラリーを開催しています。  

各町が趣向をこらして作成したスタンプをご紹介します。  

スタンプの図柄は、各町自慢

の出し物を表現したもので

す。スタンプ帳に１３個のス

タンプが揃うと味わいのあ

る記念品となる事でしょう。 

 



   上野西部地区住民自治協議会 

 

 

１２月４日(日) 秋雨が続き天候を心配していましたが、晴天に恵まれ絶好のスポーツ日

和となり、第１２回上野西部グラウンドゴルフが開催されました。 

会長挨拶、優勝トロフィーの返還の後、１０ホールを２回計２０ホールで、日ごろの腕前

を競いながら 健康増進を図り １日を過ごしました。 ホームページも見てください。 

成績はつぎのとおりです。(敬称略) 

男子の部 優勝 稲岡 豊     女子の部 優勝 石黒 正子 

     ２位 安本 文雄         ２位 平井 和子 

     ３位 大櫃 忠昭         ３位 善田 つね 

      次回開催には 皆様の 参加を おまちしています。 

  特選句と選者献詠句 
 

上野西部公民館で活動の方々の句を紹介します。 

 

一般  特選  菜箸を焦がし茄子焼くチェーホフ忌 年輪俳句会 永井みよ 

テーマ 特選  若草に旅の鞄を置きにけり      山繭俳句会 佐々木経子 

選者詠句    湖の北指す旅も翁の忌         山繭俳句会  宮田正和 

男子の部 優勝 稲岡 豊 さん 

 

女子の部 優勝 石黒 正子 さん ホールインワン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親と子の将棋教室 日本将棋連盟  

１１月２３日(日・祝) 崇広堂にて 開催します。 

プロ棋士の指導対局 等あります。 

   詳しくは 高尾 電話２１－４５７２ 迄 

 

行事 予定 

１１月８日  第５回伊賀市民スポーツフェスティバル 

１１月２２日 健康ウオーキング (予定) 

１１月２９日 伊賀上野シティマラソン 

１２月６日  おもちつき大会 

 尚、健康ウオーキング・おもちつき大会は 

   チラシで詳しくおしらせします。乞うご期待 

上野西部地区住民自治協議会健康福祉スポーツ部会 
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